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る 。 い ま 、 模 式 図 に ⽰ す 如 く ， 胆 汁 の 流 れ が 右 ⽅ 回 旋
運 動 を ⾏ な い 、 内 圧 変 化 で 左 巻 き ラ セ ン ヒ ダ の 胆 管
に 流 入 す る と 仮 定 し た 場 合 ， ネ ジ の 原 理 で 右 ⽅ 回 旋 連
動 は 物 質 の 流 れ が 常 に 負 の 函 数   n e g a t i v e   f u n c t i o n   と
し て 働 き 、 逆 流 に 都 合 の よ い 右 旋 性 の 管 腔 と 相 俟 っ て
胆 薬 側 へ 向 う と 考 え ら れ る 、 な お 、 更 旋 部 を 通 過 す る

胆 汁 の 流 れ は 、 ⼀ 旦 流 れ ⽅ 向 を 変 え る た め 停 ⽌ し よ う
と 働 く に ち が い な い 。 他 ⽅ 、 胆 裏 側 か ら 総 胆 管 へ 向 う
胆 汁 の 流 れ は 、 強 ⼒ な 胆 嚢 類 の 筋 収 縮 と 、 左 ⽅ 回 旋 性
つ る ま き 線 構 造 と が 加 わ り 、 い わ ゆ る   “ m i l k i n g
a c t i o n " に よ っ て 胆 嚢 管 を 流 れ 出 て い く も の と 類 推 さ
れ る 。

［ 1 ． 淋 菌 の 細 胞 附 着 に 対 す る 抗 ⽣ 物 質 の 阻 害 効 果

（ 微 ⽣ 物 学 ） 〇 近 野   聖 ⼦ • ⾦ 兌 貞
⼤ 黒 勇

尿 道 粘 膜 で の 淋 菌 感 染 の 成 ⽴ の た め に は 、 先 ず 淋 菌
が 粘 膜 上 ⽪ 細 胞 の 表 ⾯ に 附 着 せ ね ば な ら な い 。 ヒ ト に
対 す る 病 原 性 を 保 持 し て い る 2 型 菌 は 、 ヒ ト 由 来 の 培
養 細 胞 表 ⾯ に 優 先 的 に 附 着 す る 能 ⼒ を 有 し て い る 。 作
⽤ 機 序 の 異 な る 各 種 抗 ⽣ 物 質 の う ち 、 淋 菌 を 蛋 ⽩ 合 成
阻 害 を 機 序 と す る 薬 剤 で 処 理 し て も 、 附 着 能 に 影 響 は
⾒ ら れ な か つ た 。 こ れ に 反 し 細 胞 壁 合 成 阻 害 剤 と し て
働 く ペ ニ シ リ ン 、 セ フ ァ ロ ス ポ リ ン 、 バ チ ト ラ シ ン
は 、 附 着 に 関 与 す る 重 要 な 因 ⼦ と 考 え ら れ て い る p i l i ，
ま た は ⽣ 菌 数 の 減 少 に は 影 響 を 与 え な い 程 度 の 処 理 で
も 附 着 を 阻 害 し 、 ま た 附 着 し た 菌 の 離 脱 効 果 を も ⽰ し
た 。 細 胞 質 膜 障 害 剤 の ポ リ ミ キ シ ン B は 、 ⾼ 濃 度
（ 1 0 M B C ） で は 附 着 を 抑 制 し た が 、 殺 菌 濃 度 以 下 の 低
濃 度 （ 1 / 1 0 ～ 1 M B C ） で は 逆 に 附 着 を 助 長 す る 作 ⽤ を
⽰ し た 。 こ の 現 象 は 表 ⾯ 活 性 剤 と し て の 性 質 を も つ ポ
リ ミ キ シ ン B 処 理 に よ る 淋 菌 表 ⾯ の 荷 電 状 態 の 変 化 に
よ る も の か も し れ な い 。

2 ．   ユ ー グ レ ナ ⽩ ⾊ 細 胞 の ミ ト コ ン ド リ ア の 三 次
元 構 造

（ 微 ⽣ 物 学 ） 〇 ⽮ 澤   ⼄ 彦 ・ 長 船 哲 済
江 原 友 ⼦ ・ ⼤ 黒 勇
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株 は プ ロ プ ラ ス チ ド   D N A を ⽋ 損 し た ⽩ ⾊ 細 胞 で あ
る 。 暗 培 養 細 胞 に 7 , 0 0 0 L u x の 光 照 射 を ⾏ う と 、 急
激 な ミ ト コ ン ド リ ア の 活 性 を ⽰ し 、 同 時 に プ ロ プ ラ ス
チ ド の 発 達 が 進 ⾏ す る 。 発 達 に は 核 又 は ミ ト コ ン ド リ
ア に コ ー ド さ れ た 物 質 が 関 与 す る 。 今 回 は プ ロ プ ラ ス
チ ド の 発 達 と ミ ト コ ン ド リ ア の 関 連 を 調 べ る 為 ・ 連 続
超 薄 切 ⽚ 法 、 フ リ ー ズ エ ッ チ ン グ 法 等 電 頭 に よ る 形 態
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変 化 の 観 察 を ⾏ っ た 。 ミ ト コ ン ド リ ア の 形 態 は 分 技 し
た 管 状 で 細 胞 周 囲 を 取 り 巻 く よ う に 位 置 し 、 数 は 1 ～
2 個 で あ っ た 。 そ し て 光 照 射 後 も 変 化 は ⾒ ら れ な か つ
た 。 光 照 射 7 2 時 間 で は 特 に ミ ト コ ン ド リ ア と 発 達 し
た プ ロ プ ラ ス チ ド 、 マ イ ク ロ ボ デ イ が ほ と ん ど 隣 り 合
つ た 空 間 的 配 置 を ⽰ し た 。 網 ⽬ 状 の 巨 ⼤ ミ ト コ ン ド リ
ア は プ ロ プ ラ ス チ ド 発 達 の 為 の エ ネ ル ギ ー 、 中 間 体 の
供 給 を ⾏ っ て い る こ と が 推 定 さ れ 、 ⼩ 体 間 の 物 質 伝
達 機 構 は 今 後 の 興 味 あ る 問 題 で あ る 。

3. ⾼ 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ H P L C ） に よ
る ⽣ 理 活 性 物 質 量 測 定 法 の 薬 理 学 的 応 ⽤

（ 薬 理 学 ） 〇 ⽯ ⽥ 啓 ⼀ 郎 ・ 山 ⽥ 博 ⼀
謝 明 村 ・ 佐 藤 勝 彦 ・ 渋 ⾕ 健

⾼ 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ H P L C ） を ⽤ い て 、
脳 内   d o p a m i n e   （ D A ） ，   n o r a d r e n a l i n e （ N A ） ， お よ
び   s e r o t o n i n   （ 5 - H T ） と そ れ ら の 代 謝 産 物 で あ る
vanillylmandelic acid (VMA), homovanillic acid
(HVA), I I & 5-hydroxyindol acetic acid (5-
H I A A ） の 同 時 測 定 を 検 討 し た 。 実 験 に は 、 S D   柔
性 ラ ッ ト （ 体 重   2 0 0 ～ 2 5 0 g ） を ⽤ い 、 測 定 に は 全 脳 を
摘 出 し 、 0 . 0 2 5   N   H C l ,   0 . 1   M   E D T A   で ホ モ ジ ナ イ
ズ 後 、 検 体 を 有 機 溶 媒 層 に 移 ⾏ 分 離 し 、 ア ミ ン 類 は 酸
性 溶 液 に 、 代 謝 産 物 は ア ル カ リ 溶 液 に 溶 出 さ せ 、 各 々
5 - 1 0 4 l の サ ン プ ル を H P L C に 注 入 し た 。 カ ラ ム は
B o n d a p a k   P h e n y l   （ 4 x 3 0 c m ） を 使 ⽤ し 、 ⽔ 、 メ タ
ノ ー ル を 移 動 相 と し た 。 な お   7 3 0 型   D a t a   M o d u l e
（ W a t e r s ） を ⽤ い て 同 時 測 定 を ⾏ な い 、 測 定 値 を コ ン
ピ ュ ー タ 処 理 に よ っ て 算 出 し た 。 サ ン プ ル は 、 洗 速
2 ml/min D##FE, VMA, NA, DA, 5-HIAA,
H V A 、 5 - H T   の 順 に 約   2 0 m i n で 分 離 溶 出 さ れ 、   1 0 0
～ 2 0 0 p g   ま で 分 離 検 出 可 能 で あ つ た 。


